
 

 令和４年度  学力向上を図るための全体計画 

       学力向上を図るための全体計画        小５０ 練馬区立大泉第三小学校 
 

関係法令等 

・日本国憲法 
・教育基本法 
・学習指導要領  等 

 

 
 
 

学校教育目標 

・よく考え進んでやりぬく子 
・仲よく力を合わせる子 
・健康で明るい子 

 

 
 
 

学校・保護者・地域  

・教職員 ・児童 
・保護者 
・地域  ・社会 
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指導内容・指導
方法の工夫  

教育課程編成上の
工夫 

校内における研究や  

研修の工夫 
評価活動の  

工夫 
家庭や地域社会との

連携の工夫 
幼保小連携・小中一貫  

教育の視点  

・全学年算数科習熟

度別指導の実施  

・発展的・補充的な

学習の工夫  

・学習を支える指導

技術の向上  

・タブレット等のＩ

ＣＴ機器を利用

した教材教具の

有効的な活用  

・体験的・問題解決

的な学習の工夫  

・朝読書や団体貸し出しの活

用など読書活動の充実 

・読書旬間の取組や休  

み 時 間 の 図 書 委 員

による読み聞かせ  

・算数科習熟度別指導

が 実 施 し や す い 時

間割編成  

・教科発展型の総合的

な 学 習 の 時 間 の 単

元設定  

・道徳科の授業を通して、本

校の研究主題である「 自ら

を見つめ、共によりよい生

き方を考える子の育成 」の

研究の推進  

・教科・指導力向上研修の積

極的実施  

・日常的 OJTと夏季休業日等

を利用した OFF-JT研修の

実施  

・小中一貫教育の充実  

・課題改善カリキュラムを活

用した日々の授業実践  

・単元ごとの評

価計画の作成

と活用  

・一人一人の学

習上のよさと

課題の把握  

・授業の自己点

検  

・外部評価の工

夫  

・ 土 曜 授 業 参 観 ・ 学 校 公 開

の 実 施  

・ 家 庭 と の 連 携 や 家 庭 学 習

の 充 実  

・ 外 部 評 価 を 授 業 改 善 に 活

用  

・ 道 徳 授 業 地 区 公 開 講 座 の

実 施  

・学 校 地 域 連 携 事 業 の 推 進  

(未 来 塾 等 ）  

・ 外 部 人 材 の 活 用  

（ 保 護 者 に よ る 読 み 聞 か せ

・地 域 の 方 の 協 力 に よ る 栽

培 活 動 、 P T A主 催 の 漢 字 検

定 等 ）  

・中学校区別協議会の教科  

・領域別分科会の授業実践  

・中学校区別協議会では課題改善

カリキュラムの取組状況や課題

の情報を交換 

・「目指す 15歳の姿」「豊

かな心の育成」に向けた

取組  

・小中連携クリエーターの

定期的交流  

・幼稚園、保育園との交流

授業の実施  

授業改善策の検証方法：日々の授業の見直し。小中連携での検証授業の実施。課題改善カリキュラムを踏まえた校内研究。  

各教科の指導の重点  

国語科  

・言 語 活 動 を 充 実 さ せ 、言 葉 に よ る 見 方 ・ 考 え 方

を 働 か せ 、国 語 で 正 確 に 理 解 し 、適 切 に 表 現 す

る 資 質 ・ 能 力 の 育 成 を 図 る 。  

社会科  

・問 題 解 決 的 学 習 を 重 視 し 、社 会 的 な 見 方 ・ 考 え

方 を 働 か せ 、社 会 的 事 象 の 地 理 的 理 解・歴 史 的

理 解・多 面 的 理 解 を 深 め 、公 民 と し て の 資 質 ・

能 力 を 養 う 。  

算数科  

・個 々 の 児 童 の 習 熟 度 に 応 じ た 指 導 計 画 を 立 て 、

数 学 的 な 見 方 ･考 え 方 を 働 か せ ､基 礎 ・ 基 本 の

定 着 と 数 学 的 に 考 え る 資 質 ・ 能 力 の 育 成 を 図

る 。  

理科  

・問 題 解 決 学 習 ・ 体 験 的 な 学 習 を 充 実 さ せ 、理 科

の 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ 、 科 学 的 に 解 決 す る

た め に 必 要 な 資 質 ・ 能 力 の 育 成 を 図 る 。  

生活科  

・具 体 的 な 体 験 を 重 視 し 、身 近 な 生 活 に 関 心 を も

た せ る こ と で 、知 的 気 付 き へ と 拡 充・深 化 さ せ 、

生 活 上 必 要 な 資 質・能 力 を 育 成 し 、自 立 へ の 基

礎 を 養 う 。  

音楽科  

・ 表 現 及 び 鑑 賞 の 活 動 を 通 し て 、 音 楽 的 な 見 方

・考 え 方 を 働 か せ 、音 や 音 楽 と 豊 か に 関 わ る 資

質 ・ 能 力 を 育 て 、 豊 か な 情 操 を 養 う 。  

図画工作科  

・ 表 現 及 び 鑑 賞 の 活 動 を 通 し て 、 造 形 的 な

見 方・考 え 方 を 働 か せ 、創造 的 な 資 質・能

力 を 育 て 、 豊 か な 情操 を養 う 。  

家庭科  

・ 実 践 的 ・ 体 験 的 な 活 動 を 通 し て 、 生 活 の 営

み に 係 る 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ 、 日 常 生 活

を 工 夫 す る 資 質 ・ 能 力 の 育 成 を 図 る 。  

体育科  

・課 題 を 見 付 け 、そ の 解 決 に 向 け た 学 習 を 通 し て 、

体 育 や 保 健 の 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ 、 運 動 に 親

し む 資 質 ・ 能 力 を 養 う 。  

道徳科  

・ 自 己 の 生 き 方 に つ い て 考 え を 深 め る 学 習 を 通 し

て 、 道 徳 的 な 判 断 力 、心 情 、実 践 意 欲 と 態 度

を 育 て る 。  

外国語科  

・ 外 国 語 を 通 し て 、 言 語 や そ の 背 景 に あ る 文 化 に

対 す る 理 解 を 深 め 、相 手 に 配 慮 し な が ら 、主 体

的 に 外 国 語 を 用 い て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図

ろ う と す る 態 度 を 養 う 。  

 

道徳教育の指導の重点  
・道 徳 教 育 の 充 実 を 図 り 、 道 徳

的 価 値 の 理 解 を 深 め 、 児 童 の
自 覚 を 促 し 道 徳 性 を 育 む 。  

・全 教 育 活 動 を 通 し て 、 よ り よ
く 生 き る た め の 基 盤 と な る 道
徳 性 を 養 う 。  

健康な体と心 

興味・関心 

意欲 

態度 

技能・表現 

思考・判断 
情報処理能力 

課題設定力 
探究力 

自己評価力 

基礎・基本 

体力 

生活指導の重点  

・意 欲 的・主 体 的 に 生 活 で き

る 児 童 を 育 て る 。  

・正 し い 言 葉 遣 い や 挨 拶 す る

こ と な ど の 基 本 的 な 生 活

習 慣 を 身 に 付 け さ せ る 。  

総合的な学習の時間の指導の重点  
・自 ら 課 題 を 見 付 け 、 学 び 、 考 え 、 主 体 的 に 解 決

する力を 養う。      
・探 究 的 な 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ 、 教 科 等 の 横 断

的 ・ 総 合 的 な学 習 を 通 し て 、 自 己 の生 き 方 を 考
えていく ための 資質 ・ 能力を養 う。  

・地 域 と 連 携 し た 学 習 を 通 し て 、 地 域 を 大 切 に す
る心を養 う。  

特別活動の指導の重点  
・ 様 々 な 集 団 活 動 を 通 し て 、

学級・学 年・学 校への 所属
感 お よ び 児 童 の 連 帯 感 を
深め、共 により よい生 活を
築こうと する自 主的、 実践
的 な 態 度 を 育 て る と と も
に、集団 の中で 自己を 生か
す能力を 養う。  

キャリア教育の重点  
・児童一人一人 の能力 や適性 を 把握し、自己 の将

来に希望 や夢が もてる ように指 導 ・援 助する 。 
・進路指導講演 会を教 育課程に 位置 付 け、ゲ スト

ティーチ ャーの 話から 自分の夢 を もち 、育め る
ようにす る。  

・ 1 2 年 間の自 己の変 容 や成長を 捉え 、自己 のキ ャ
リア形成 に生か すため 「キャリ アパス ポート 」
を活用す る。  

 

本校の授業改善に向けた視点 

 

 

小中連携の重点  
・中学校区別協議会などを通し

て、小中の交流や情報交換を密
にする。 

・ 課 題改 善 カ リ キ ュ ラ ム の 作
成を利用 しなが ら 、系 統的
・連続的 な教科 指導・生活
指導に取 り組む 。  

 

外国語教育の重点  

・外国語による コ ミュ ニ ケーシ ョン に おける 見方
・考え方 を働か せ、外 国 語による 聞くこ と、話
すことの 言語活 動を通 して、コ ミュニ ケーシ ョ
ンの資質 ・能力 を 養う 。  

 


